
研究課題名「子どもの入院を体験している親と看護師の相互作用に関する研

究」に関する情報公開

 本研究は名古屋大学大学院医学系研究科生命倫理審査委員会の承認を受けて

います。

１．研究の対象

研究課題「子どもの入院を体験している親と看護師の相互作用に関する研究―思い

の共有に着目して－」について、2019 年 6月～10月に所属施設もしくは自宅にてイ

ンタビューによる調査を受けた方

（本研究は、小児病棟で 1年以上継続して働いている看護師様を対象にした研究の発

展研究であり、該当される方にデータの二次利用をお願いしております）

２．研究目的・方法

【目的】

お子さんの入院を体験している親と看護師の相互作用の様相を明らかにすること

【意義】

小児病棟での日々の看護実践における看護師の体験を相互作用の様相に着目し

て、看護実践の中でどのように相互作用が繰り広げられているのかを明らかにする

ことによって、子どもと家族を中心とした看護を実践するために必要とされている

ものに関する示唆を得ることができると考えています。

【方法】

お話しいただいたインタビューの内容の再分析および新たなインタビューを実施・

分析することによって相互作用の様相をより詳細に明らかにします。

【研究期間】

     2026 年 3 月 31 日まで 

３．研究に用いる試料・情報の種類

お話しいただいたインタビューの録音データ 

４．負担並びに予測されるリスクおよび利益 

すでにご協力いただいたインタビュー録音データを再分析しますので、ご協力者様

に再度ご協力をお願いすることはございません。この録音データには、個人情報ある

いは、個人を特定する情報を含む可能性のあるデータが含まれますが、録音データか

ら個人が特定できる情報は切り離すことにより、個人情報の保護、プライバシーの尊

重に最大限の注意を払います。 






